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通信機の分野では多くの新製品が開発された｡特筆すべき

は,DlO形電子交換機の日立製作所としての第1号機を完成

し納入したことである｡わが国の総合通信網時代の到来に備

えて,その中核となるべき電子交換機の開発および製造体制

のいっそうの強化が行なわれてし､る｡また日本電信電話公社

納入のクロスバ交換機を基盤として信号方式など諸外国の通

信事情に適した諸機能を有する交換機を完成したが,これら

交換機は世界各国で稼動を開始している｡

→方,国内各分野における省力化とサービスIfり上の要求に

応ずるため,ホテル交換機と小形コンピュータとを結合し,

電話料金計算およびモーニングコールの自動化システムを完

成したD また日本国有鉄道における座席指定券の電話予約シ

ステムのための音声応答装置の実験装置を完成し,その実用

化技術の確立に貢献した0教育用CATVシステム,水道事

業用計測データ通信システムなどは,システム技術の結実に

よる新製品の好例で,前者は本格的CATVの有効な利用分

野として,後者は水道事業の合理的,計画的運営の向で注目

を集めている｡

さらに,MODEMのIC化,テレビ中継機のIC化で超

小形化に成功した｡また磁乞もトルク測定装置は,人工衛星の

姿勢制御に貢献することが期待される｡

カラ‾テレビ用の電子部品としては偏rF∫]角を従来の90僅か

●l■l■l■

ら110度に拡大し,ブラウン管の全長を約100mm知縮すること

ができた｡同時にこの広角化およびブラックマトリックス

に伴って生ずるビュリテイ,コンパーゼンスなどを解決する

ためにマルチレンズを開発し,製品に適用した｡マルチレン

ズは特殊曲血を持った補正レンズで日立製作所が独自に開発

し,外国メ【カーにも技術供与しているものである｡半導体

ではカラーテレビのトランジスタ化,IC化に続き,昭和47

年は広角偏向カラーテレビ用に5品柾のICを朋党した｡ま

たカラーブラウン管の高圧整流用にガラスモールド形高圧ダ

イオードをトリプラ,ダブラ回路用として数品種間発した｡

電卓斥=まシリコンゲートによるMOS LSIシリーズを開発

するとともに,顧客設計によるLSIを35品桂,--一一般用を15品

椎開発した｡この分野は非常に大きなシェアーを確保し,LSI

生産の中核となっている｡電卓用に主として使われる表示素

子としてはGa As P発光素子による数字表示素子と多けた放

電表示管｢ラインスター+を開発し,現在その生産量は急増し

つつある｡

電力用半導体はサイリスタCAOl(1,000A-2,500V),CAO2

(800A-4,000V)およぴデイオuドAOl(1,600A-2,500V)を開

発した｡また溶接機用サイIjスタに水冷方式によりコンパク

ト化Lたサイリスタスタック6品穐を完成した｡

日立製作所は,昭和46年10月に,日本電信電話公社名古屋広

小路局に,DlO形電子交換機1システム(特仕1版)を納人Lた｡

これは,日立製作所の第1号機である｡DlO形･正子交換機は,

今後の大容量市内局の標準方式であり,今回の納入により,い

よいよわが国も,総合通信網時代の紫あけを迎えたことになる｡
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広小路局の局規模および主要装置数は表1に示すとおりで

ある｡すなわち,総架数は約50であり,床面積は,同容量の

クロスバ交換機の約1/3ほどになっている｡

何局では,その後,各種工事試験,プログラムデバッグな

どの作業が順調に実施され,昭和47年10月20日に開局された｡

同局の特徴は事業所集団電話加入者の多いことで,現在2テ

ナントが開局と同時にサービスを受けており近々5テナント

の加入が予定されている｡

日立製作所はその後,特仕2版として,昭和47年8月に仙

台局に1システムを納入している｡

表l 広小路局局規模および装置数

局 規 模

図l日本電信電話公社名古屋広小路局に納入されたD10形電子

交換ヰ幾
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納入装置数

呼び率 芸 子…
計 画 端 子 数

ネ ット ワ
ーク 数

ス イ ッ チ 架

ト ラ ン ク 架

通話路系 トランクパッケージ

通話各制御装置

グ リ ッ ド 板

中 央 制 御 装 置
一

時 メ モ リ

中央処理系 半 匡l定 メ モリ

:ド ラ ム

磁気テープ装置

付 帯 系

監 視 試 験 架

事業所集団電話装置

多周波信号装置架

そ の 他

0.143 アーラン

0.131アーラン

5′500端子

4

=】架

4架

650(2′200回線)

一式
640個

一式
4架(128kW)

2架(64kW)

2架(l′700kW)

一式

l架

5テナント

l架

一式
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セン‾タとし 僅点する

日本電信電話公社武蔵野電気通信研究所にDlOLCシステム

ー･Ⅵ一式を納入した｡本システムは,DlO形電子交換機の中央制

御系および入出力系装置のみで構成きれ,表2は主要装置の

諸元を,図2はシステム外観を示す｡

本システムは標準のDlO形電子交換機の中央制御系および

入出力系と比較して,次の特長がある｡

(1)中央制御装置が一重化構成であり,それに伴う機能変更

を実施した｡

(2)カードリーダおよびラインプリンタの処理速度を約3培

および2倍とし処理量の向上を図った｡

(3)タイプライタ･紙テープリーダ制御装置,カードリーグ･

ラインプリンタのH-8000インタフェースとD形インタ7ェ山

ス変換装置を同一きょう体に実装し,床スペ【スおよび工事

作業の削i成を行なった｡

本システムは,武蔵野電気通信研究所のご指導により,装

置製造,据付工事およぴシステムの保守に至るまで一貫して

日立製作所が担当したもので,昭和47年7月に全装置を搬入

し,11月から稼動に入っている｡今後,電子交換機用ソフト

ウェアの作成ならびに関連業務のためのソフトウェアセンタ

として,大いにその成果が期待される｡

表2 D10+Cシステム諸元表

装 置 名

中 央 制 御 装 置

データチャネル装置

一 時 記 憶 装 置

磁気ドラム制御装置

磁 気 ド ラ ム 装 置

磁気テープ制御装置

磁 気 テ
ー プ 装 置

ラ イ ン プリ ン タ

高速紙カードリーダ装置

低速紙カードリーダ装置

糸氏カードパンチ装置

警 報 関 係 装 置

仕 様 概 略

109命令実行速度:平均2.5〃S

実装4サブチャネル,最大転送速度:700

KB/s(バーストモード),40KB/s(マルチ
プレクスモード)

記憶素子:フェライトコア,記憶装置:32

K言吾/架,32十パリティlピ
タルタイム:l.44/ノS

磁気ドラム制御台数:4台,

KB/s,動作モード:パース

記憶容量:848K語./■台,32-す

ット/≡吾,サイ

転送速度:270

トモード

/〈リティ2ピッ

ト十制御ビット7ビット/語,アクセスタイ

ム:平均10ms

磁気テープ制御台数:8テッキ,転送速度

度:60KB/s,動作モード=バーストモード

9トラック,記録密度:800bpt,記毒嘉形
式:NRZl

】SOコード.最大印字数:13Z字/一行,最

大印字速度:l.250行./m=

EBCDIKコード(8ピッ
度:l′470枚/m■n

EBCDIKコード(8ピッ
度:400枚′′一mln

EBCDIKコード(8ピッ
度:100枚/m川

各装置のヒューズ断,

ック断などを表示

卜),最大読取り速

卜),最大読取り速

ト),最大せん才L速

ファン停止,クロ

数 量

一架

】架

5架

2台

4台

2台

10テ∴ソキ

2 台

l台

l台

】台

一式

璧式

ー▲H■■一■

I

図2 電子交換をソフトウェアセンターとして使用するD10LCシステム

輸出向け局設備用クロスバ交換機として改良設計されたC

23H形,C460H形,C400H形,C5H形,C8H形の5機

種が完成し,クウェート,キプロス,束アフリカ向けなどに

輸出され,あいついで稼動にはいった｡この完成により′ト局

用から大局用まで広い範囲の需要をまかなえるようになり,

また市外綱の需要にも全面的に応じられることになった｡表3

は各機種の分担する回線数滞とトラヒッタ容量を示すもので

ある｡

いずれの機種も日本電信電話公社向けの同形機に比較して

諸外国の異なった通信車情に容易に適合するよう番号計画上

の自由度を大幅に増加したこと,料金制度の選択範囲を増加

し,また発信局識別機能を付加したこと,信号方式として従

米めDP,MF方式のほかにMFC-R2方式を全機種に採用し

て適用階梯(かし-てい)の自由度を得たこと,既設局との接続

上の制限を少なくしたこと,悪意呼の自動検出機能をはじめ

各種のサービス機能を付加したことおよび新工法の導入によ

り工期の短縮と工事の簡易化が図られたことなどに特長があ

り,世界の主音荒技術を取r)入れたものである｡

クウェート郵電省納めとしてのC400H20,000端子とC5Ill

局は昭和45年11月以来現地工事を進めてきたが,昭和46年12

月開局し,引き続いて後続20,000端子分の作業が進められて

いる｡キプロス共和国ではニコシアほか7都市にC400H4局,

C460H3局,C82Hl局が昭和46年9月から稼動し,東アフ

リカ郵電公社納めとしてのC5H4局,C400H5局,C23H19

局は,昭和46年6月から順次好成績で開局した｡このほかベ

ネズエラをはじめ世界25個臼ヨに広く 日立クロスバ電話交換シ

ステムが採用されたことにより,これら交換機の仙11広い適応

性が確認された｡

表3 輸出向け局設備用クロスバ交換横

形

市 C 23H

内
父

換

機

交 中
一重

機 継

C460H

C400H

C 5H

C 8H

式 通 話 路 最大回線数

Z線式

2 /

2練武

2線式

4 //

4線式

トラヒック

容 量(erl)

l-000回 線

t2.160

64.400回 線

2′560中継線
3′200

4.000中継線

図3 キプロス共和国納めクロスバ交換機

､】66.7

～544

～2′752

～1.760

､l,889

サブごご.〔J′
事H辞

職 書■■一

挙攣 ●戦

鞠甲ナー触搬q戦

知事恥q■書

ンシ′′端やニ才一事
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新しく考案した信号確認出力制御方式により,最新の国際

規格を満足し,雑音瞬断に強いMFC信号受信器を経済的に

実現することができたo MFC信号方式は,電話交換システ

ムにおいて局間レジスタ信号の伝送に用いられ,世界的に広

くMFC桐が作られている｡局間信号方式にはMFCのほか

にMF方式がある｡MF方式では発信側から着信側にだけ多

周波信号が送られるのに対して,MFC方式では着信側から

も多周波信号が送出され,エンド･ツー･エンドのコンペル

ド形式で信号の送受が行なわれる｡1968年にCCITTでR

2標準規格が勧告された｡MFC受信器はコンペルド･サイ

クルを速くするため動作復旧時間が短い必要があり,またエ

ンド･ツー･エンドで使用されるため雑書耐力が強いことが

要求される0本受信器では新しく考案した信号確認出力制御

方式を採用した｡すなわち共通制御回路により各チャンネル

の出力を監視して,20ut Of6条件が一定時間継続したこと
を確認するとともに,受信器入力の信号エネルギーのタイミ

ングも確認して各チャンネルの出力を出し保持させる｡また,

信号消滅時には信号エネルギーのない状態が一定時間継続し

てはじめて信号終了とみなす｡このような信号確認出力制御

方式は各種の雑音,瞬断などの妨害に対して安定に動作し,

しかも動作復旧時間が短い特長がある｡また,最新の国際規

格であるR2規格もすべて余裕をもって満足している｡また

共通制御回路をディジタルICで構成したことにより従来の

同種装置に比べ1/2に小形化され経済性も達成された｡本装

置は現在世界各国に輸出され良好に稼動している｡

特科会計井

ホテル業務の省力化機器として,わが国で初めて電話交換

機と小形計算機HITAClOを結合した全自動の電話料金計算

およぴモーニングコール装置を開発し,株式会社銀座第一一一ホ

テルに納入した｡目下稼動中である｡

この装置は,AX3Sクロスバ交換機の付帯設備として設置

されるもので,日立製作所の小形計算機HITAClOと交換機

との間を結ぶインターフェース機器から構成されている｡

電話の料金計算は,ホテルの宿泊客が使用する市内,市外

通話の時間を計算機で計測し,これを通話度数に変換して部

屋(へや)別に計算機内に記憶しておき,宿泊客のチェックア

ウト時,上位計算機からの指示で集計した料金を上位計算機

に送り,料金請求伝票を作成する方式となっている｡

モーニングコールは,電話機を用いた"自動目ぎましサービ

ス”と呼ばれるもので,サービスを受けたい宿泊客が部屋の電

話機からダイヤルによって起床時間を予約すると計算機内に

その予約時間を記憶し,予約を受け付けたことをトーキーサ

ービスする｡

起床時間になると計算機から交換機へ情報を送り,電話機

のベルを鳴らして宿泊客を起床させ,宿泊客が応答すると起

床時間になったことをトーキーサービスする方式となってい

る｡

従来,ホテルにおけるこれらの業務は手動,または半自動

で行なわれていたもので本装置の導入により省力化とサービ

ス品質の向上を得ることができた｡

本装置の開発にあたり,次の点を特に考慮した｡
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(1)交換機との適合性

本装置の開発にあたり交換機側としては2～3種の小形装

置の新設計をするにとどまり,標準交換機との高い適合性を

もっている｡

(2)雑音対策

交換機は･電磁部品で構成されているので多くの雑音を発

生するため交換機と計算機間の情報転送をソフト的に二重化

するなど,種々の雑音対策を行ない動作の信頼度を高めてい

る｡

(3)システムダウン対策

計算機のダウン対策については種々考慮しているが,特に

誤動作の許されないモーニングコールについては,二重のバ

ックアップを考慮している｡

鞠叫汀-㌔小 図4 ホテル交換機用の

電話料会計算およぴモー

ニングコール装置

日立製作所では国鉄の列車指定席を電話1本で予約できる

電話予約システムの実験装置を,日本国有鉄道鉄道技術研究

所の拍導によりこのほど完成した｡

本システムは,指定券の予約を自動化する目的で作られた

もので,通常,顧客は音声応答装置からの音声の指示に従っ

て押しボタンダイヤル電話機のボタンを押し,これにより直

接予約を行ない,予約の成否の回答も音声応答装置からの音

声で受け取る,いわゆる全自動システムである｡

音声応答装置のおもな性能は次のとおりである｡

同 時処理 回線数

中央処理装置との結合

応答 の 基 本方 式

収答語 い 数

入カデータ受信形式

加入者回線4/16回線

1,200ポーデータ伝送回線半二重

音響素片ピッチ制御方式

約1,200語い(1語いは0.朗少)

多周波受信器による20UT OF7信号

■

∂

図5 電話予約システム用音声応答装置
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弓tO化されたデータ通信用変復調装走

通信回線の開放も行なわれ,デー一夕通信がますます発腱し

ているが,これに使用する新しし､MODEM(変復調装道)シり

几ズを開発した｡これまでのMODEMが主としてアナログ担]

路により構成されていたのに対し,本MODEMは主としてデ

ィジタル凶路により構成され,データ伝送優先形となってい

る｡

200bit/s,1,200bit/sについてそれぞれ単体形,集合形お

よび組込形があり,下記のような特長をもっているのでノム〈

データ通信に使用することができる｡

(1)ディジタル分間式周波数変調方式

(2)ディジタル･フェーズロック･ループによる周波数復調

方式

(3)ディジタル化による均一-･,安定な性能

(4)IC化(ディジタルICおよぴリニアIC)により小形,軽

量

(5)充実した試験機能

(6)発光デイオmドを使用したメインテナンス･フリm

海
海態 山1濾

図6 HM-120tA形

MODEM

わが国初の教育有線テレビジョン放送設備

日立製作所CATV(有線テレビジョン)グループでは,館山

市教育委員会のご指導のもとにCATVの教育分野への応用に

ついて検討を重ねていたが昭和47年3月わが国初めての数台

有線テレビジョン放送設備を完成,糸内入した｡

･この教育有線テレビジョン放送設備主淳入により期待される教
育効果は,教育の地]或格差の是正,能率化などがあげられている｡

この教育有線テレビジョン放送設備は全系統同に示される

ように,放送センターと市内の中学校7,′ト学校12,幼稚【司9,

公民館10の端末を日本電イ‾言.言電話公社の映イ象･音声【司線で結んだ

もので,放送センターのスタジオにはイメージオルシコンカメ

ラ2台,りモ…トコントロール可台巨なビジコンカメラ1台が

図7 館山市教育有線テレビジョン放送設備

あり,座談会形式の番組のほか若干の動きのある番組をも制

作することができる｡調整室には1インチカラーVTR2台,

ブイインチカラーVTR3台,テレシネ装置一式,スライド掘

イ象装置3fi,教材提示カメラ装置一式などがあー),教育用

テレビ番組を削作するのに便利なようにできている｡また端

末は3ノ亡受信装置17台,親子テレビ319台,カラーテレビ10

台,%インチVTR20台,集団反応装置,語学練習装置など

から成っている｡

この教育有線テレビジョン放送設備の特長はどの端末にも

映像音声3回線が送れること,どの端末からも映像音声の中

継放送ができること,各端末から音声によるフイ∽ドバック

ができる音声連絡血税があることなどである｡この設備が予

期どおりの教育効果をあげ,さらに各地域に建設されること

が期待される｡

舶馴､始発之幼
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国8 館山市教育有線テレビジョン放送設備の全系プ統区l

小

‥
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この架内電i原装置は磁気ドラムの下に実装することを配慮

した低雑音DC-DCコンバータである｡その特長は,(1)小形

軽量化,(2)内部温度の土勺等化,(3)スイッチング雑音が少ない

ことである｡

直流-48Vを入力とし,周波数制御により安定化された＋

5.1V15A(IC用),十46VIA(一般回路用),f㌢計125Wの出

力を得る｡また入出力の接続は,裏面のコネクタで行なわれ

る｡

高密度実装技術の開発によr),高さ方向100mm,重量15kg

と′ト形化に1戊功している｡本電源は,日本電信電話公社のご

指導により完成したものである｡

く丸ダ

ヂ′

図9 電子交換j幾石義気ドラム装置用架内電源装置
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一夕通信システム

水源を地下水に求めることが困難になった現在では,遠隔

地の河川の水源に依存せぎるを得ず,そのため水資源の高度

利用と設備投資の効率化,計画的な給配水をねらいとして,

水道事業はこれまでの市町村単位から府県あるいは企業団に

よる広域運用の傾向にある｡

本システムは愛知県広域水道の給水管理を合理的に運用す

るために,広域に散在する供給点(市町村)の貯水量,送水量

などを中央監視センターで常時監視し,計算,記録,日報作

成といった給水管理のすべての諸業務をコンピュータにより

自動的に処理する機能を有するものである｡

完全な広域水道事業の管理には予測やデータ･ファイリング

などの構成も必要であり,本システムは汎用計算機HITAC

8000シリーズと接続することによって,さらに大きなシステ

ムへの拡張も可能となる｡

本システムのおもな特長は下記のとおりである｡

(1)時間管理方式

伝送路は無線周波数1波を用いて2系統を同時に運用する

システムを採用しているので,総合プログラムによる時間管

理方式を採用して2系統間の協調をはかった｡

(2)日,月報表の一元化方式

各地から収集されたデータを電動タイプライタにより打出

し日,月報を作成するが,-･･一般に日.月報表は用紙が2種類

になり,業務が煩雑となるため,日,月報を同時記録する方

式をj采用し作表の-一元化を図った｡

Ⅰ/0レジスタ
バッファ

伝送制御

装置

下位転送
装置

変復調
装置

無線機

テープ

リーグ

テープ
パンチャ

データ

タイプライタ

図10 中央監視局装置構成図
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図
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置
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上位転送

装置

i/0レジスタ
バッファ

D/A
変換器

パルスカウンタ

御制置送裟伝

マ
∵
ル
∴

操作卓

データ

表示盤

ロキング
タイプライタ

(トn台)

(ト4面)

(ト4台)

DA変換器

パルス

カウンタ

接点信号

l l
L-__･________+

AD変換器

人工衛星用磁気トルク測定装定

人工衛星内に発生する磁気的なスピンダンピングトルクな

どの微小トルクを,十字ばね(cross-Spring
pibot)を利用し

て測定する装置を開発し,東京大学宇宙航空研究所へ納入し

た｡本装置は,被測定物を十字ばねテストスタンド上に保持

し,これに回転磁場を加えたときに被測定物内に発生する磁

気的なトルク(うず電流によるトルクおよび磁気ヒステリシス

に起因するトルク)によって生ずる十字ばねの微小角度偏位を,

0･1秒角読みのオートコリメータを使用して計測する方式で,

回転磁場を発生する直交コイル装置を含め,防振台上に設置

して使用される｡

本装置の主要諸元を次に示すとおりである｡′

ト ルク 測定範囲100～10,000dyn/cm

被 測 定 物 重 量

被測定物許容重心偏位

回 転 耳滋 場 範 囲

振 動 ダ ン パ ー

角 度 読 取 精 度

ト ルク 校正 方 式

外 乱 除 去 方 式

ただし,十字ばね交換により測

定範囲の変更が可能

120kg以下

50kg/cm以下

10-1,000回転/min

2.50e

油そう式

0.1秒角

標準才蔵気モーメントによる

防震台および退風つし､たて

本装置は,上記の磁気的なダンピングトルク測定のほか,

人工衛星の磁気的な姿勢制御に関する実験に使用される予定

である｡

回転磁界

コイル装置

F宇㌫1
==十二〒==二ニーーー⊥ト==二可

.＋享:Jたマウント

支
持

(地磁気消去)
(校 正)

AMP

AMP

モニタ

直流電源

モニタ操作制御架

牙十‾‾‾叫…‾‾-≡喜
型L_竺工_+L

図12 磁気トルク測定装置系統図

図13 磁気トルク測定装置

オートコリメータ

光学計測装置

カウンタ

ペンレコーダ

電源
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トガシ･ダイオ7‥ポ上身用

最近,都市の高層建築化や交通事情の悪化などにより,見

通し距離が悪くなるに従い,一触距離でも多段中継をする頻度

(ひんど)が多くなり,また番組の多様化から小形,軽宗で機

動性に富んだ特殊なテレビジョン中継装置が望まれるように

なった｡

これらの要求に対応するため,かゝン発振器,マイクロ波集

積回路など鼓新の技術を駆使して短距離中継用の13GHz,

100mW出力の超小形FPU装置(野外中継装置)を開発した0

本装置の特長は次のとおりである｡

(1)′ト形,軽量

高周波部と制御電源部を一-き

ょう体化し,送信,受信ともそ

れぞれ約10kgである｡

(2)消費電力の軽i成

送信,受信ともそれぞれ約50

VAである｡

(3)機 能

カラー番組の伝送ができ,音声

も多重して同時中継力可能である｡

(4)中継距離

標準の付属品である0.6m¢パ

ラボラ空中線を使用し,強雨時

で約4kmまで良質な画像および

音声が伝送できる｡

≡》

､箋

､きむ

√､ギさ

図14 ガンダイオードを用い

たテレビジョン中継装置

術によるl川度プラIyクマトリックス

ラウン管のl産化 志_-j
カラーテレビ受像機はその普及とともにますますコンパク

ト化が要求され,これを具体化する最も有力な`方法として広

角偏向化が進められている｡カラーブラウン管の偏向角を従

来の90度から110度に拡大することにより,20形の場†ナ,ブラ

ウン管の全長を約100mm短縮することができる｡･一一方,白黒管

の場合と異なり,カラーブラウン管を広角化するにあたって

は技術上多くの問題が発生する｡たとえば,偏向電九
ビュ

りテイ,コンパーゼンスなどの問題である｡中でもビュリテ

ィは最も本質的なもので解決の困難な問題である｡特にブラ

ックマトリックス管に110度偏向を≠阻み合わせた場fナはこの困

難さはいっそう大きなものとなる｡

日立製作所ではこのような110度偏向カラーブラウン管のビ

ュリティを改善するため,ブラウン管けい光面に3色けい光

体をゼ妃列する全く新しい技術を開発した｡従来から3色けい

光体ドットをけい光面上に形成させるため,シャドウマスク

を通して紫外線で露光焼付する方法がとられてきた｡そして

この光線の軌道を実際の電子ビームの軌道にできるだけよく

近似させるため光源とシャドウマスクの間に特殊満面を持っ

た補正レンズを置き,軌道補i仁を行なう方法がとられてきた｡

しかし,なめらかな連続曲面を持った従車のレンズでは補正

に限界があF),ある種の誤差は補正不可能であることが理論

的にも明らかになった｡そしてこの補正不可能成分は110度偏

向化とともに急激に増大する｡われわれが新たに開発したマ

ルナレンズ(図15)はその表面が数‾耐国の不連続なそれぞれ独

立した面からなり,従来の制約条件を越えてどのような誤差

でも完全に補正し,色むらのない画像を得ることを可能とし

たものである｡しかもこのレンズは,量産上もきわめて高能

率で従来レンズに劣らぬ効率で生産することができる0

このマルチレンズを用いた新しい露光技術の開発によF),

20形110度ブラックマトリックス管(図l郎の量産を開始したの

を皮切りに18形,16形の量産化も終わった｡引き続き22形,

26形およぴ14形の開発を行ない,110度ブラックマトリックス

管の-一連のシリーズ化を完成させる予定である｡

図15 マルチレンズ

(不連続面補正レンズ)

図t6 20形I10度フラッ

クマトリックス･カラ

ーブラウン管510
BL

B22

電子式卓_L計算機用の数字表示管として,従来は0～9の

算用数字状の陰極を積み重ねた,1桁(けた)分ずつの表示放

電管が使われていたが,表示管の合理化と価格引下げの要求

に対応するために,使いやすさも考慮したセグメント式の平

板形多桁表示管を開発し,商品名｢ラインスター+として,量

産を開始した｡一般的な特長としては,(1)安価で小形,軽量

である｡(2)実装が容易である(標準のPC板コネクタに適合)｡

(3)桁間干渉による異常発光(タロマトーク)が出ない｡(4)表示

字形パタ椚ンに変更の自由度がある｡(5)長寿命で信頼性が高

い｡などをあげることができるほか,品種によっては≠0”サ

名誉警喜喜妻妾彗

麦藁き毒筆筆を歩き重量夢彗重量邑

プレス使用を考慮した仝桁

キープアライブ電極の内蔵

や,記号の駆動方法に自由

度を持たせた記号電極の単

独引き出しなど,きめの細

かい配慮が加えてある｡

一部の品種は,すでに電

子式卓上計算機に組み込ま

れて国内外の市場に販売さ

れているが,表示品質など

の面できらに改良を行なっ

ている｡

図l了 ラインスター 上からH1893,H1813B,H1833B,H1853,

H1873
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L空車埜堅三三三?固形ひずみ?軍兵

ビジコンの電子像に図形ひずみがあると,レジストレーシ

ョンのずれの原因となり,画質が低下し問題点となっていた｡

そこで図形ひずみ,解像度,シューデイングの理論解析を行

なうことによって,諸特性を劣化させることなく図形ひずみ

を低減した｡

図形ひずみには,S字ひずみ,糸巻ひずみなどがあるが,

S字ひずみについては,集束系と偏向系の重畳した場合の理

論式を導出し,数値計算を行なうことによって解析した｡解

像度については,電磁場分布を与え,球面収差係数を計算し,

適当な近似を行なうことによって電子ビームの半径を求め,

振幅変調度を計算することにより解析した｡また,糸巻ひず

み･シェ‾ディングに関しては,電子の軌道解析を行なうこ

とにより検討した｡

それぞれ計算値と実測値は良く一致し,その結果として不

良の原因が判明し,改良方法を見いだすことができた｡S字

ひずみについては,集束磁場分布を中央付近の急峻(きゅうし

ゆん)な分布にすることにより,解像度をほとんど劣イヒさせる

ことなく,S字ひずみ量をテレビ走査線本数で従来の1本か

ら0･5本に低減できた｡糸巻ひずみについては,コリメートレ

ンズの電極電圧比を変え,偏向磁場を従来より12mm後方にず

らすことによっ‾て,テレビ走査線本数で従来の0.8本から0.4

本に低減できた｡また,その場合シューデイングも30%改良

できた｡

この解析方法および解析結果はビジコンだけでなく,他の

いろいろな電子走査装置にも応用することができる｡

専一モールドレジン

発光ダイオードによる点光源や数字表示用素子は,使用時

の塵填(じんあい),湿気外力などから保護するためレジンで

モールドされ,そのレジンには,透明性とともに耐熱衝撃性

や耐湿性にすぐれていることが要求される｡従来の透明レジ

ンは熱膨張率がきわめて大きし､ため,モールド品内部の素子

が断線したり,レジンがひびわれするなどの問題があった｡

特殊なレジンと充てん剤とを組み合わせて,透明性と耐熱

衝撃性を両立させうる画期的なモールドレジンを開発した｡

これは表4に示すように熱膨張率が′トさいため,これでモール

ドした発光ダイオードはきわめて過酷な熟衝撃にも十分耐え

る0 耐湿性も良好であl),高い信頼性を示している｡開発し

たレジンは透明性を必要とする他の部品,機器にも適用できる｡

表4 透明レジンの特性とモールド品の信頼性

項 目

特

レジン名 聞発晶

光 透 過率(%,厚さ2mm) 80

線膨張係数×柑5 ぐC‾l) 3.0

カラス転移点(Oc) †30

性 誘 電 率=MHz) 3.8

体積抵抗率(Q･Cm) 事×柑17

曲げ弾性率×柑▲4(kg/Crn2) 5.5

曲 げ 強度(kg/Cmリ 800

信 頼 性

(断線不良率%)

52

熱衝撃150bc/5分～

-750c/5分400Hz

プレッシャクッカ,1200c,

2atm水蒸気中川h

従 来 品

A B

97 95

9.4 6.9

140

3.4

8×1016

3.2

870

l10

3.O

IX1017

3.1

】.190

6

5

の触発丁

ICやLSIの集積回路技術の進歩に伴って,これらを実装す

るための高性能多層配線基板が必要となっている｡日立製作

所の多層印刷セラミック(以下SMCと略す)は半導体デバイ

スを直接取り付けできる微細多層基板で,従来のPCボード

面積の1/10以下の小形化が可能で,自動生産にも適したユニー

クな新製品である｡ドクターブレード法によリ0.5～1.O山鳩

のアルミナ生(なま)シート上に導体用タングステンと眉間縦

線用アルミナ層を交互に多層印刷したあと,1,6000c中で一体

焼結する｡各層の配線は印刷された絶縁層のスルーホールを通

じて接続しており,5～10層の多層配線構造ができる｡この

モノリンツク構造のSMC基板はアルミナのバルクと同程度の

強度を有し,かつ,内部ひずみが小さくできるため配線の信

頼性がきわめて高い0一方,コスト上も,素材が一般の厚膜

材料の1/10～1/20であること,開発初期に必要な型代も安く

カスタムデザイン化の傾向に適している｡図柑は5層のSM

C基板上に20個のLSIチップをボンディングしたメモリカ】

ドの試作例であるが,

このほかLSI用パッケ

ージ数字表示管用基板,

ハイブリッドIC基板

など広範な応用製品が

ある｡

図柑 集積回路用セラミック

多層基板

テ〉

カラーブラウン管の高圧整流用としてガラスモールド形高

圧ダイオードを開発した｡従来のレジンモールド形に比較し,

ガラスによる表面安定効果,ペレットの径小化,ライフタイ

ムキラ【の採用などによr)逆特性が向上し,使用周温1000cも

可能となった｡また小形で機械強度が大であり,テレビ高圧

Box設計の自由度が増し,エポキシレジンによる直接モール

ド,Boxの小形化が可能となった｡現在まで国内,国外にお

し-てはレジンモールド形が主流であり,ガラス高圧ダイオー

ドは未開発であった｡このたび日立製作所で開発完了した主

要製品は下記のとおりである｡

(1)トリプラ回路用;YO6形,Y13形(11kVp,1.5mA),

YO7形,Y14形(12kV,1.5mA),

(2)ダブラ回路用;YO8形,Y15形(17kV,1.5InA)
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電力用半う藷休変換装置において､装ii号の谷立が人きくなる

と,素子の直列または並列接続の数が多くなり,システム全

体のパフォmマンスがそこなわれる｡このため素子自休の大

形化は電力用素イ一にとっては′削二開発目標となる｡従来,750V

の直流屯動機用として,2,500V級のサイリスタ400A2,500V

CHO3形,ダイオード800A 2,500V COlを佃さ川してきたが.

さらに並列数を少なくし,装置の経済性,†ご相性を⊥二げるた

め今回1,000A2,500VサイリスタCAOl形,1,600A2,500V

デイオーードAOlの入電流素二｢を開発した｡一一方,直流送電用

変換装丁削二半導体素子の応用が計Lしせjされている｡このような

甜壬機器の分野での応用を目標に素了一の耐電圧を高く設定し

た高耐圧サイリスタ800A4,000V CAO2形サイリスタを開発

した｡

∨転が感〆′､

ノ′並病毒継淋

戦板取幣滅

賢尊宅蠣眺せ 叫卓立嘗芸雷撃

図20 大電力用ダイオード,サイリスタ

左より 整流ダイオードAOll′600A2′500V

サイリスタCAOll′000A2′500V CAO2800A4′000V

サイリスタ,ダイオードの大容量化の要求により,従来のス

タッドタイプ素子に代わるものとして両面冷却方式の平形素

子の有効性が認識され,そのr記t椎が増加してきているが,1-【三

形素子の組立方法には,素子との接触仰の麦r耐火態,部品類

の平行度,素子締付け加圧力および素子加圧状態などの持株

な枝術が必要とされているため,平形素子締付け加圧部と冷

却部を兼ねた汎用件のあるスタックが要望されていた｡

今般開発完成した汎用平形素子用スタックは,これらの要

求にこたえるものである｡

その特長とする点は,下記のとおりである｡

(1)椎々の平形素了-の品椎に対し,適用できる梢造としてい

る｡

(2)スタック部品頬は標準化し,スタックの構成は椎々の要

求にI芯じられる構造を持っている｡

(3)乎形素子専用フィ ンはシリーズ化している｡

(4)現地で素子交扱が可能である｡

図21平形素子用スタック

界サイ.リネタスタックのシリ.∵対ヒ

紙拭溶接機では溶接変卜亡器の･次川路を開閉することによ

って溶接ノ上宝流の過怠制御を行な√二ており,この間閉装置とし

て,従来イブナイトロンが採梢されていたが,半ヰ体技術の

党峡とともに高血什[,大谷二;_i主のサイリスタの開発が進み,ま

たそのイ.描く惟が山し､二とから,イブナイトロンに代わるもの

として他用される慌逆となっている｡

/卜l事_+開発うこ成したトト仁溶′怯機柑サイリスタスタックはサイ

リスタ式i存接機および現有設備のイブナイトロンの保守交授

用に利叩するためシり-【ズ化したものである｡

そ♂)特上主のおもなノ.!J二は次のとおりである｡

(1)WES規格D,EおよぴFサイズの3品稚と,さらにこ

れら各サイズにイブナイトロンイ米守交換用としての補肋ri耶各

を.設けたでナ計6占‾帥巨のシり一ズ化である｡

(2)水i甘方J二(の指摘によりコンパクト化している｡

(3)梢造の簡略化と標準部品の採用により低価格化している0

図22i容接機用サイリスタスタック

GaA与i･■†ⅩPx発光素手¢

気相成長にて,GaAs基板上に成長したGaAslr-XPxエビタ

キンャル結晶を使用し,赤色発光素子の開発を行なった｡そ

の結果,プレーナ形素子の製造技術が確立し,点発光ダイオ

ードHEllO2および数字表示素子HEllO5の開発が完了した｡

HEllO2の代表特性は,ピーク波長入♪=6,500Å,1ド均輝度

β=300fL(ん=10mAにて),順方向電圧1与=1.6V(ん=25mA

にて),逆耐圧1ん=15V(ん=10/ノAにて),接合容量G=50pF

(帖=0V,′=1MHzにて)である｡またHE1502の代表特性

は,ピーク波長入♪=6,500A,平均輝度β=200fL(ん=5mA

にて),順方Irり電圧t仁=1.7V仏=10mAにて),逆耐圧lん=8V

(ん=10ノノA),接合容量G=40pF(帖=0V,′=1MHz)である｡

電子式卓上計算機,計測器などに広く使用されている｡

図23 数字表示素子

HEt502
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【広角偏向カラーテレビ用ICの開発
L_▼..__.一

カラーテレビは最近広角偏向化,高性能化が進められてい

るが,新たにこれら用途に最適のモノリンツクIC5品柁を

開発し,実用化した｡広角偏rr-](偏向角‥110度)に伴い,従

来の90度偏Ir-Jブラウン管使用のテレビに比べ(1)画Ini周辺部の

コンパーゼンス(色ずれ補正)量が大きくなり,(2)糸巻ひずみ

量が大きくなるなどの欠点を生じ,従来の一三動素子による補

j上三方法では十分な性能を得ることがむずかLかった｡これに

対処する方法として,まずコンパーゼンスに関しては,これ

をアクティブ化し垂直(HAl146),水･､ド(HAl147)コンパ【

ゼンス回路を2偶のICで構成することにより,(1)補正能力

の向上'(2)画血上,下部および左,右部の独立調整化,(3)従

来行なわれていなかった沖価四すみでのコーナコンパーゼン

ス補正機能を付加しており,画面仝t恥二わたり良好なコンパ

】ゼンスが得られるようにした｡次に糸巻ひずみに関しては

上下糸巻ひずみ補正回路をアクティブ化し,垂直発振とあわ

せIC化(HAl148)することにより補正能力の向上を図って

いる｡映像中間周波増帖用IC(HAl144)に関してはチュー

ナのFET(電界効果トランジスタ)化に対処するためReverse

AGC(VHFチエ【ナ用),ForwarqAGC(UHFチューナ用)

二つの出力をもち,かつ利得向上を図っている｡また,映像

検波l旦川各はイ言号処矧臼川各とあわせ大集積化されており,検波

器の微分利得,微分位柑の改善により良好なカラー両｢巾を得

ている｡

飴二■Lミ汁シリ⊥■ズの載晶化

現在広く使われているアルミゲートMOS LSIは製造工程

中に人間による合せ作業がはいるため,余分の而積を取り集

横煙が†氏下すること,また,それが九r‡還容量となって動作速

度を低下させること,電源電圧が高くバイポーラICと直接つ

なげないことなどの点で改良の余地がある｡これに対しシリ

コンゲートMOS LSIは,ゲート部分にすり合せのいらない

自己整合構造をとり,寄生MOS防止用の特殊な製造工程も

不要になったため,集積度は2割がた改善され,動作速度は

500kHzから1MHzまで向上した｡

シリコンゲート構造による一般用のIC,LSIについては15

品柏,いわゆるカスタムデザインによる製品は35品椎を開発

し量産している｡図24はシリコンゲートMOS LSIの一部を

拡大Lたものである｡

図24 シリコンゲー

ト形MOS LSlの拡

大写真
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t千振時計用■CMqS‾､LSt■め働

時計の高精度化のためエレクトロニクス化が進行しつつあ

るが,特に腕時計の場合,水晶を用いた発振出力を分団して

その出力でパルスモータを駆動して秒針を動かしたり､その

出力を計数して時刻をディジタル表示する方式がl一一般化する

傾rr∫Jにある｡

この場合,最も重要なことは,システム全体としての消印

電力を板力減らすことである｡今回,pチャネル形およぴn

チャネル形MOSトランジスタを同一一のシリコンチップ上に堆

積するCMOS(コンプリメンタリMOSの略称)技術の実用化に

より,水銀電池(1.3V)や銀電池(1.5V)1佃で1年以上交放す

ることなく動作可能な超低消費電力化を達成した｡

図25は発振,分乳 波形懲形およびパルスモータ駆動部と

いったエレクトロニクスのほとんどの部分をわずか2mm角強

の1偶のチップに集積したCMOS LSIHD4101のレイアウ

泰盛

卜をホしている｡また

現在,消費電力の少な

い液晶数字表ホ装置と

組み合わせたディジタ

ル電子腕時計用CMOS

LSIの開発も進行LfJで

ある｡

図25 シリコンゲート

CMOS LSlチップ

室ヒ卍㌶認′くタ‾ン自軌投計シス叫⊥

大規模集積回路(LSI)のレイアウトパターンを計算機を伐

つて,自動的に設計する自動配置配線設計システムを開発し

た｡LILACシステムは,論理記述を入力として与えるとLSI

を構成する論理素子(セル)の配置と配線をLSIの巾栢が力走も

経漸】勺となるような処理を自動的に行ない,レイアウト一都巾

を出力する｡この間,人手を全く必要とせず完全に自動的に

レイアウト設計が進められ,高壌横密度のLSIパターンが得

られる｡たとえば,従来人手で200時間ぐらい要Lた500ゲ

ートのLSI設計で,LILACを使用するとレイアウト図を出力

するために要する時I音別ま,計算機処理時間的10分,自動製図

機描i由i時間的2時間である｡設計の質を示す集積密度は人間

とほぼ同等である｡最終的な設計図而とするにはこれに人間

が千を加えるが,総合的には開発期間を1/2～1/3に短縮する

ことが可能である｡

計算機によるLSIの設計自動化はCAD(計算機利用設計)シ

ステムとして研究が盛んであるが,これまでのところ配置と

配線を別々の評価基準に其づくアルゴリズムを用いるため,

設計の途中で必ず人間の判断を必要とし,完全自動化システ

ムの確立には至ってし､なかった｡LILACシステムでは,LSI

を構成する論理素子の最適分乱 素子列間の配置配線に対す

る統一-一一的評価基準を見いだし,配線面積を最小とするアルゴ

リズムを追求したことにより完全自動化システムを達成する

ことができた｡カスタムデザインによるLSIの多様化に対処

するため,このLILACシステムを使用し最適レイアウト設計

を効率的に行うことができる｡




